
（概要版）

筋道を立てて考え、表現する力を高める算数的活動の工夫
～思考が「残る・つながる・際立つ」ふきだしを使った説明し合う活動を通して～
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解決方法や判断した理由などを言葉や数、式

などを用いて数学的に表現することが課題

思考を可視化（表現するための手がかり） 共有化（説明の場）

児童の実態

説明し合う活動を
通して

思考が「残る・つながる・際立つ」
ふきだしを使った

ふきだし

目標：見通しをもち筋道を立てて考え、
表現する能力を育てる

ふきだし

主題設定の理由

研究の内容

教師の悩み

ふきだしを使って説明し合う活

動を通して、思考を共有したり、

表現を工夫したりすることによっ

て、筋道を立てて考え、

表現する力を高める

ことができます

見通しって、どう

やってもてばいい

のかな

説明の仕方が

分からないな

見通しをもたせたり、
多様な方法で表現さ
せたりする場が少な
かったな

説明する児童が

限られていたな

可視化とは

何ですか

可視化とは、思考を、黒板に

貼って使う『ふきだしカード』

や、ノートに書く『ふきだし

メモ』を使って、誰にで

も見えるようにする

ことです

共有化とは

何ですか

思考が「残る・
つながる・際立つ」
ふきだしとは
何ですか

「自分の考えたことを表現したり、友達に説明したりする

ことで思考力・表現力を高めること」が求められています

「自他の考えを説明したり、互いの考えを

比較・検討させたりすることで考えを深め

させること」が重視されています

見通しをもつ

残る
既習事項が

『ふきだし

カード』に

残っている

思考がつながる

つながる
『ふきだしカード』
を動かして共通点
をまとめる
『ふきだしメモ』
で考えを付け足す

際立つ
ふきだしに

よって思考

が際立つ

筋道を立てて考え、

表現する力が高まる

『ふきだしカード』や『ふきだしメモ』を

基に、課題解決についてペアの友達

や学級全体で説明し合う活動をする

ことで、一人一人の思考を

クラスみんなのものにする

ことです

表現するための手がかりや、説明の場が必要



個別追究の場：『ふきだしカード』を使って見通しを説明し合う

Ｌ字型の図形を分ける

と、長方形が作れそう

Ｌ字型の図形に、

たてに線を引い

て二つの図形に

分けます

課題
Ｌ字型の図形の面積の求め方を簡単な

計算で求める方法を考えよう （第５時）

黒板上の
『ふきだしカード』
前時までの既習

事項が残っています

①『ふきだしカード』を使って課題解決への見通しをもつ

カードを使って
自分なりに考え
たよ

友達の説明

がヒントにな

ったよ

見通しが

はっきり

したよ

分ける

同じ広さ

1辺が１ｃｍの
正方形何こ分

正方形
１辺×１辺

長方形
たて×横

うつす

研究構想図

実践例 小学校第４学年 広さの表し方 （第５時の実践）

『ふきだしカード』とし

て残る既習事項を使うと

根拠を明確にすることが

できます

思考が共通するカードを

集めます

考えがつながります

思考がつながっているの

で課題解決の考えが際立

ちます

Ｌ字型の図形

課題解決への見通しを

より明確にもつことが

できました

長方形の面積なら
求められるけど

そうか、長方形を
作ればいいんだね

図形を移して

長方形を作っ

てから、たて

と横をかけよ

う！

②ペアの友達と見通しを説明し合う

③『ふきだしカード』を使ってノートに見通しを書く

本時のねらい
Ｌ字型の図形の面積の求め方を、既習の

学習を活用して考え、面積の求め方を説

明することができる

《集団追究の場》
課題解決への多様な
考えをもつ

《まとめの場》
筋道を立てて考え、
表現する力が高まる

《個別追究の場》
明確に見通しをもつ

算数的活動の工夫児童の実態
・自分の考えを表現することが苦手
・根拠を明確にして説明することが苦手

筋道を立てて考え、表現する力が高まった児童

《課題把握の場》

ふきだしに書かれた課題解決にかか
わる数学的な考え方を使って、よりよ
いと思う課題解決の方法をペアの友
達と説明し合う

際立つ

つながる

『ふきだしカード』を動かして課題解決
にかかわる数学的な考え方の共通点
についてグループや学級全体で説明
し合う

残る

黒板に、『ふきだしカード』として残る既
習事項を使って課題を解決できないか
考え、ペアの友達と説明し合う

残る

『ふきだしカード』を

使いました

『ふきだしカード』を

使いました



集団追究の場：『ふきだしカード』を動かしながら共通点について説明し合う

アは、始めに横に直線を

引いて２つの長方形に分

けて、次に２つの長方形

の面積をたして求めたの

だと思います

長方形

分けた
横 たした

ア イ ウ

Ｃ２：アとイは、分けてからたす考えが同じで
す

Ｃ３：ウは、長方形を基にして、よ分をひく考

えです

式 ４×６－２×３
＝２４－６
＝１８

答え １８

式 ３×４＋３×２
＝１２＋６
＝１８

答え １８

式 ２×３＋２×６
＝６＋１２
＝１８

答え １８㎠ ㎠ ㎠

Ｃ１：アイウの全部が長方形を基にしています

ア イ ウ

よ分をひく考えや、分けてたす考え

があるんだね。式や図を使って書く

と分かりやすいね

ア イ ウ

友達になった
つもりで説明
したら、友達
の考えがよく
分かったよ

ア イ ウ

大切な考えを

『ふきだしカード』

に書いたよ

ア イ ウ

ア イ ウ
式 ４×６－２×３

＝２４－６
＝１８

答え １８

式 ３×４＋３×２
＝１２＋６
＝１８

答え １８

式 ２×３＋２×６
＝６＋１２
＝１８

答え １８㎠ ㎠ ㎠

ア イ ウ

ア イ ウ
式 ４×６－２×３

＝２４－６
＝１８

答え １８

式 ３×４＋３×２
＝１２＋６
＝１８

答え １８

式 ２×３＋２×６
＝６＋１２
＝１８

答え １８㎠ ㎠ ㎠

長方形
長方形 長方形

たした
ひいた

分けた
たて たした

分けた
横 たした

カードを集めて名前を付けると

みんなの考えがつながるね

課題解決に対して

多様な考えをもつ

ことができました

⑤数学的な考えや言葉を『ふきだしカード』

に書き、黒板に貼る

⑥考え方の共通点について説明し合う

⑦『ふきだしメモ』を使ってノートに付けたしを書く

ア イ ウ

たした
ひいた

分けた

横 たした

分けた
たて たした

よ分を
ひいた

長方形

長方形

長方形

長方形

分けたし

つながる

Ａ

Ｂ

よいと思っ

た式を付け

たしました

図も付け足し

ました

課題解決の考え方を、『ふきだしメモ』に書いて付け足しました

④友達がどのように考えたかを推測して説明する



【問い合わせ先】群馬県総合教育センター 担当係：義務教育研究係 ０２７０－２６－９２１３（直通）

まとめの場：『ふきだしカード』や『ふきだしメモ』を使って、よりよい
課題解決方法について説明し合う

筋道を立てて考え、

表現する力が高まり

ました

【問い合わせ先】群馬県総合教育センター 担当係：義務教育研究係 ０２７０－２６－９２１３（直通）

『ふきだしカード』に残っている既習事項を使ってペアの友達と

課題解決への見通しを説明し合うことで、課題解決に対して明確

に見通しをもつことができました。

『ふきだしカード』を単元や学年、

領域などを通して使える汎用性のあ

るものとするために、カードに書く

内容を吟味しておく必要があります。

説明し合う活動において、考えだけ

でなく式や図などを含めて共通点を

まとめたり、考えを比較して違いに

ついて検討したりするなど、さらに

研究を深める必要があります。

式や図を見て友達の考えを推測したり、『ふきだしカード』を動

かしながら共通点を説明し合ったりすることによって、友達と考

えを共有し、多様な考えがもてるようになりました。

『ふきだしカード』や『ふきだしメモ』を使ってまとめについて

ペアの友達と説明し合い、自分の考えを見直したり友達の考えを

取り入れたりすることで、筋道を立てて考え表現する力が高まり

ました。

研究のまとめ

僕は、分けたしの方法で考えたけど、

よ分をひく方法でも面積を求めること

ができるね。

全部、長方形もとにして考えていたね

③

私は、うつす方法で考えたけれ

ど、分けたしや、よ分をひく

やりかたは、分かりやすくて、

いいと思ったよ

⑧よりよいと思う課題解決の方法をペアの友達と説明し合う

⑨よりよいと思う課題解決の方法をノートにまとめる

際立つ

集団追究後、友達の考

えでよいと思ったこと

を式や図、ふきだしに

よって際立った言葉を

使って付け足しました。

本時の学習のまとめを書き

ました。抽出児童は、第７

時ではＡ（よ分をひく）の

方法で課題を解決していま

した。

個別追究の結果を、式と図

『ふきだしメモ』で表しま

した。

課題解決の見通しを

『ふきだしメモ』に

書きました。

ふきだしの言葉

を使うと説明し

やすいよ

友達の考えのよい所を
取り入れて、いいと思
った方法を、ノートに
まとめたよ

友達に分かりやすく説明

するために、考えを整理

したよ

Ａ

Ｂ

《成果》 《課題》


